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市政だより

昭和53'1'-5月1日 品839

人口 の動 き

• JI 1日現在 前月比
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厳

ロ
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世
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3 0，2 2 9戸".
32，689 -84 
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欝璽 絞図の刷は.!l1<4年(1599{1'.) 必j ・木村喜朗

公(大村単第19代)が f<.Q械を築いた時にできた角

婦の跡につくられて必り‘，j(と"と花、の大村を代夜

ずる公庫として、 市内外から沢山の人がおとずれてい

ます.

桜田の堀(大村公園)

4ij 月 1 日 ・ 15 8~を行 発行所/大対市役所 編集/硲昌広鰍源 印刷所/九州内阪株式会社
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たあ害に被

「
もう一度
確かめて 正ユ

つ※ 。ラ

窃盗犯捜査強化月間

警
察
で
は
、
県
下
一
せ
い
に
五

月
を
「
既
届
窃
盗
犯
捜
査
強
化
月

間
」
と
定
め
、

警
察
組
織
の
総
力

を
あ
げ
て
窃
盗
犯
人
(
泥
棒
)
の

検
挙
実
績
を
向
上
さ
せ
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
平
穏
な
生
活
を
守
る

よ
う
捜
査
を
強
化
し
ま
す
。

市
内
で
も
年
々
盗
犯
被
害
が
増

え
て
お
り
、
手
段
、
方
法
な
ど
も

巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
モ
ー
タ
ー
リ
ゼ

l
シ
ヨ

ジ
の
発
達
に
よ
り
、
ス
ピ
ー
ド
化

し
て
い
る
実
情
で
す
。

被
害
に
あ
っ
た
ら
す
ぐ
警
察
に

届
け
出
て
、
早
く
捜
査
に
着
手
し

早
く
犯
人
を
捕
え
る
乙
と
が
大
切

5月は

で
す
。そ
の
た
め
に
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

@
被
害
を
知
っ
た
ら
す
ぐ

(
一
一

O
番
)
届
け
出
を

@
泥
棒
に
入
ら
れ
た
ら
、

被
害
は

な
く
と
も
現
場
は
そ
の
ま
ま
に

し
て
必
ず
届
け
出
を

@
犯
人
を
知
っ
て
い
る
人
、
見
た

人
は
ど
協
力
を

@
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
戸
締
り

を
し
、
防
犯
ベ
ル
や
防
犯
灯
を

つ
け
る
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
の

防
犯
を

@
自
転
車
、
バ
イ
ク
、
自
動
車
は

路
上
に
放
置
し
な
い
で
必
ず
車

庫
へ
駐
車
し
ま
し
ょ
う

@
ち
ょ
っ
と
の
用
事
で
も
、

車
を

離
れ
る
と
き
は
カ
ギ
を
し
ま
し

ょ・つ

(
大
村
警
察
署
)

H

参
加
し
よ
う
赤
十
字
H

社

員

増

強

運

動

月

間

「
日
本
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
」

が
五
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

を
運
動
月
間
と
し
て
始
ま
り
ま
し

た。
乙
の
運
動
の
目
的
は
、

赤
十
字

の
性
格
や
使
命
、
あ
る
い
は
、

実

施
し
て
い
る
仕
事
の
内
容
な
ど
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
「
家
ぐ
る
み
、

町
ぐ
る
み
」
社
員
と
し
て
参
加
を

お
願
い
し
、
社
業
の
発
展
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

社
員
の
増
強
運
動
に
つ
い
て
、

次
の
乙
と
に
ど
理
解
を
い
た
だ
き

皆
さ
ま
の
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

す
。
社
員
は
赤
十
字
を
支
え
る
大
切
な

柱
で
す
一
戸
か
ら
一
人
は
、

赤
十
字
運

動
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
よ
う

「全
戸
社
員
加
入
」
を
目
標
に、

本
年
も
ま
ず
社
費
年
額
三
百
円
の

社
員
を
増
強
す
る
乙
と
に
重
点
を

お
い
て
運
動
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

新
規
社
員
の
開
拓
と
継
続
社
費
納

入
の
お
願
い

未
加
入
の
世
帯
に
対
し
て
は
、

も
れ
な
く
「
三
百
円
社
員
」
に
な

っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
、

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

ま
た
、
既
に
社
員
に
な
っ
て
お
ら

れ
る
人
に
は
、
本
年
も
引
続
き、

三
百
円
以
上
の
社
費
を
納
め
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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医
療
費
は
誰
が
負
担
す
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

一

市
は
被
保
険
者
の
負
担
を
で
)

川
る
か

J

き
る
だ
け
少
な
く
す
る
た
め
、
ハ

ぽ

国
民
健
康
保
険
(
国
保
)
で
五
十
三
年
度
予
算
で
九
千
万
円
~

れ
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
場
合
一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
、
乙
の
)

~
医
療
費
の
三

O
M
は
患
者
が
自

保
険
税
の
割
合
を
二
五
Mm
以
下
れ

へ
分
で
負
担
し
て
支
払
い
ま
す
が
に
引
下
げ
て

い

ま

す

。

v

J

残
り
の
七
O
Mm
は
い
っ
た
い
誰

図
2
は
、
老
人
や
寡
婦
医
療

h

v

が
負
担
す
る
の
か
ど
存
じ
で
す
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
H

無
料
化
d

、

伊

か

。

の

例

で

す

が

、

乙

の

無

料
化
の

V

汽

戸

多

分

、

分

は

国

や

市

が

負

担

し

ま

す

が

J

U
;
;
;

守
-

国
か
市
が

残

り

の

七

O
Mm
は
図
1
と
同
じ
八

二

討

す

負
担
す
る
よ
-
つ
に
国
の
補
助
と
保
険
税
で
い

W
3
m

局
、
の
だ
ろ
う
負
担
し
ま
す
。

戸
川
相
w

て

f

m
l
J

一w

:
:
:
い
ず
こ
の
よ
う
に
、

保
険
税
は
医
〉

九

一

保

…

じ

れ

に

し

て

療
費
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
ふ

~

…

圏

一

手

も
私
た

ち

医

療
費
が
増
え
れ
ば
、
そ
れ
に
川

v
.
E
5
2
4
;

に
は
無
関
つ
れ
て
保
険
税
も
増
え
る
と
い
~

戸

ζ

係
な
ど
と
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
o

v

へ

お
考
え
に

j

j
j

j
j
1

f

一務
級協
必
一

一務
協径

一

)
な
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
と
ん

易

機

一

化

Z
Z

ハ

一ヲ
務
後

一

一

務
懇
径

一

ん
で
も
な
い
間
違
い
で
す
。

自
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級
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無
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ヘ
う
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ぼ
四
五
Mm
は

国

が

負

一

弘
一…一畑
中医

負
…一足
…忠一
一
五

〕

~
担
し
ま
す
が
、
あ
と
の
二
五
M

m

f

p
M…一一

戸
川一
一
一一刊一訪日
一…

《

匡…………
……噛
…一一

回
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一川市二

ゾ
は
保
険
税
と
い
う
形
で
、
被
保

一一一……諮
問一一

JIbs二

ヘ

ハ
険
者
つ
ま
り
私
た
ち
自
身
が

負

辰

機
関
「

2

辰
際
陸
い

)

~
担
し
な
け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

図

図
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※ 

5
月

は

軽

自

動

車

税

市
独
自
の
福
祉
施
策

難
病
患
者
な
ど
に
見
舞
金

市
民
福
祉
を
向
上
さ
せ
る
た
め

市
独
自
の
施
策
と
し
て
、

難
病
患

者
、
重
度
障
害
者
の
介
護
者
、
内

臓
機
能
障
害
者
に
見
舞
金
を
差
し

上
げ
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
人
は
、
福
祉
課
に

申
請
し
て
下
さ
い
。

申
請
期
間
五
月
三
十
一
日
ま
で

〈
難
病
患
者
見
舞
金
〉

疾金
病額

二
万
円

ス
モ
ン
病
、
ベ
!
チ
エ
ツ

5
月
中
に
申
請
を

ト
病
、
重
症
無
力
症
、
全
身
性

エ
リ
テ
マ
ト
l
デ
ス

、
多
発
性

硬
化
症
、
再
生
不
良
性
貧
血
、

サ
ル
コ
イ
ド
1
ジ
ス
、
筋
萎
縮

性
側
索
硬
化
症
、
強
皮
症
、
皮

膚
筋
炎
及
び
多
発
性
筋
炎
、
特

発
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
、

潰
易
性
大
腸
炎
、
大
動
脈
炎
症

候
群
、
ピ
ュ
ル
ガ
!
病
、

天
喧

磨
、
脊
髄
小
脳
性
症
、
ク
ロ
ー

ン
病
、
難
治
性
肝
炎
の
う
ち
劇

症
肝
炎
、
慢
性
腎
炎
(
十
八
歳

の

納

期

月

未
満
)
、
ネ
フ
ロ

l
ゼ
(
十
八

歳
未
満)、

ぜ
ん
そ
く

(
十
八

歳
未
満
)

見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
人

本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
人
、
外
国
人
登
録

原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で

現
在
、
医
療
機
関
で
治
療
を
受

け
て
い
る
人
、
ま
た
は
そ
の
保

護
者
、
た
だ
し
小
児
慢
性
疾
患

で
、
ぜ
ん
そ
く
に
つ
い
て
は
入

院
を
必
要
と
診
断
さ
れ
る
人

必
要
書
類

診
断
書
、
治
療
証
明

書

八
重
度
障
害
者

介
護
見
舞
金
〉

金

額

一

万
五
千
円

見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
人

小

企

九
鼻

尚

一

辺

関

J
Y一
三

浦

出

張

所

落

成

祝

賀

会

一

h

、
ーい

了
、い
耳

~
ー園
周
県

一二

調
一

，

G
M照
E駅

vr暑〓も

t
2i=E‘E雪iiF

巾

白

J

一~九恥凡h
Jど
へ叩
ρ

一知髄極騒吋百喝
叫叫?「::f均均瓦干;品藍区昼圃軍
'E圃匝圃園圃
E
一
JJJ

一、)
〕

…
気

誠

二
六
一

品

一

多
彩
な
催
し
で
に
ぎ
わ
う
一

p
j

J
置
さ一
ザ科書
画
て
プ
一一

一

一一み
時

記

築

関

一
九
九

一
ニ
町
山
十
日
リ
咋
、
落
成
祝
賀
会
が
あ
り
ま
一

• 

T
E
E明
欝

思

議

信

一一

の
跡
地

に

建

祝

賀
会
で
は
、
も
ち
ま
き
や
地
…

門司
g

川

崎

瞳

事

訴

審
配
置

S
ari
-
j
J
品

設
し
て
い
た
元
の
人
た
ち
に
よ
る
踊
り
、
歌
な
W

A

本

沼

崎

間

午

道

道

官

障
子

雌

三
浦
出
張
所
ど
沢
山
の
催
し
が
あ
り
、
一
日
中
(

-園

祖
国
眠
島
町
唱

一一J
一

が
完
成
、
固
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

γ で

す本
市
に
住
所
を
有
し
、
そ
の
家

庭
に
在
宅
す
る
四
歳
以
上
の
障

害
者
で
、
身
体
障
害
者
障
害
程

度
等
級
の
一
級
、
二
級
に
該
当

す
る
重
度
の
身
体
障
害

(
児
)

者
(
聴
覚
障
害
者
を
除
く
て

児
童
相
談
所
、
ま
た
は
精
神
薄

弱
者
厚
生
相
談
所
の
判
定
に
よ

り
重
度
の
精
神
薄
弱

(
児
)
者

な
ど
の
食
事
、
入
浴
、
排
便
、

衣
服
の
き
が
え
な
ど
、
日
常
生

活
に
つ
い
て
介
護
し
て
い
る
人

政
要
書
類
住
民
票
の
写

〈
内
臓
機
能
障
害
者

見
舞
金
〉

金
額

一
万
八
千
円

見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
人

四
月
一
日
現
在
、
市
内
に

一
年

以
上
居
住
し
て
い
る
人
で
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

か
、
ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票

に
登
録
さ
れ
人
工

E
門
を
施
術

し
て
い
る
人

必
要
書
類
住
民
票
の
写
、

診
断

書

※
申
請
書
は
福
祉
課
に
あ
り
ま
す

詳
し
く
は
同
課
に
お
問
い
合
せ

下
さ
い
。
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原
爆
諸
手
当
の
受
給
者
は

所

得

税

額

の

届

け

出

を

原
爆
諸
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、
所
得
税
額
を
五
月
三
十
一
日

ま
で
に
市
を
経
由
し
て
県
知
事
に

届
け
出
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す

特
別
手
当
、
保
健
手
当
、
健
康

管
理
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、

五
月
十
六
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

に、

福
祉
課
社
会
係
の
窓
口
へ
手

当
証
書
、
印
鑑
を
持
っ

て
届
け
出

て
下
さ
い
。

な
お
、
次
の
日
程
で
各
出
張
所

で
も
受
付
け
ま
す
。

l月日 |蕩 所 |時間

5/15 I 三浦出張所 I~:00-11: 00 
鈴田 11 113:00-16:30 

| |止
7|福重 H |9$0400 

l 松原 11…:30 
5118-191西大村 I 9:00-16:3!I 

一
間
踊
闘
蜘
幽
…

JO
---三
域
々
跡
は
、
今
か
ら
四
し

一
三
年
前
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
J

大
名
で
有
名
な
大
村
純
忠
が
ん

築
城
し
た
と
乙
ろ
で
、
現
在
九

は
県
忠
霊
塔
が
建
て
ら
れ
、

国
に
殉
じ
た
人
た
ち
を
把
つ

い

て
あ
る
。

~
0
・
:
こ
の
域
が

つ
く
ら
れ
て
六
九

年
ば
か
り
の
ち
に
、
武
雄
の
V

後
藤
貴
明
が
諌
早
、
松
浦
の
V

諸
豪
族
と
組
ん
で
、
乙
の
城
.H

を
攻
撃
し
た
。

域
内
に
は
、
ん

わ
ず
か
百
人
た
ら
ず
、

攻
撃
ん

軍
は
千
五
百
人
。
城
が
落
ち
~

る
の
は
時
間
の
問
題
と
さ
れ
U

て
い
た
が
、
家
臣
の
富
永
又
日

助
が
、
敵
将
大
渡
野
軍
兵
衛
八

を
刺
し
て
傷
を
負
わ
せ
た
こ
九

と
か
ら
、

攻
撃
軍
は
浮
き
足
H
.

だ
ち
、

遂
に
敗
退
さ
せ
た
の
勺

で
あ
る
。

九
0
・
:
傷
を
・つ
け
た
軍
兵
衛
は
、
ん

大
村
兵
の
た
め
に
首
を
斬
ら
~

れ
、
そ
の
首
を
確
認
す
る
た
~

め
に
置
か
れ
た
石
が
今
も
な
い

お
桐
の
中
に
の
こ
さ
れ
て
い
山

スv
。

“

・
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み

ん

な

の

町

で

す

不
燃
物
集
積
所
に

そ
の
ほ
か
の

出
さ
れ
る
も
の
は

燃
え
る
も
の
は

不
燃
物
の
持
出
し
は

一
般
家
庭
か
ら
日
常
排
出
さ
れ

る
び
ん
類
、
か
ん
類
、
ト
タ
ジ
く

ず
、
ガ
ラ
ス
く
ず
、
瀬
戸
物
く
ず

に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

直
接
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入

す
る
か
、
小
さ
く
ま
と
め
て
一
般

家
庭
ゴ
ミ
と
一
緒
に
出
し
て
下
さ

決
め
ら
れ
た
日
に

表

町 内 |収集日 |山 |叩

三浦地区各町内.鈴田地区各町内 第1月曜日 1 I 5 I 3 I 7 

東浦.前舟津.外浦小路.下久原.上久原.久原官舎. 第1火曜日 2 I 6 I 4 I 1 
後木場. 向木場.岩舟. 日向平.上小路.須田ノ木.
岩舟住宅.久原第二団地 第3火曜日 16 20 18 15 

久原団地.片町第1・第2. 本小路.本町第‘1・第2. 第1水曜日 3 7 5 2 

西本町第1・第2.東本町 第3水曜日 17 21 19 16 

三城第1・第2.水主町. 武部. 田の平. 小佐古. 第1木曜日 4 1 

柴田.大佐古.水田1区.向陽町 第3木曜日 18 15 20 17 

赤佐古.旭町団地.草場.池の坊.駅前アパート.坂口. 第1金曜日 2 7 

池間.池田9区・10区・ 11区.池田アパート.常盤団地 第3金曜日 19 16 21 18 

上諏訪.下諏訪.東諏訪.中諏訪.諏訪7区・ 8区. 第1土曜日 6 3 1 5 

諏訪1区.乾馬場.古町住宅.古町5区・ 6区 第3土曜日 20 17 15 19 

荒平.水計.徳泉川内.大多武.雄カ原.横山頭 第2月曜日 8 I 12 10 14 

古町ー中央町乾馬場住宅水田.水田2区杭出津3区・4区 第2火曜日 9 I 13 11 

上杭出津.下杭出津.新城.協和町.松山町辻田町 第4火曜日 23 27 22 

松並1・2丁目昭和通.西小路.植松.小路口第3住宅. 第2水曜日 10 14 12 

植松住宅.松並第2 第4水曜日 24 28 26 23 

古賀島町.森園町.桜馬場第1・第2.富の原1・2丁目. 第2木曜日 11 8 I 13 10 

堺町.原口町.原口住宅.今津町 第4木曜日 25 22 27 24 

大川田町.竹松本町.竹松住宅.小路口住宅.小路口町. 第2金曜日 12 9 I 14 11 
小路口本町. 鬼橋町. 竹松町.宮小路1・2・3丁目.
宮小路九電社宅.黒丸町 第4金曜日 26 23 28 25 

沖田.寿古.皆同今富.立福寺.弥鞍寺.矢上草場. 第2土曜日 13 10 8 I 12 
橋本 宮本.浦1区・2区.南松本.北松本.久津.
寺本.梶ノ尾.山下.梶ノ尾団地 第4土曜日

町

26 

野野田田.重平井原田武留北路木場 今山.東光寺.野岳北・南 第3月曜日 15 I 19 21 

黒木.北)11内.南川内.久良原.中岳田下.宮代.原.荒瀬 第4月曜日 28 

害j日集収物燃不

※ 

ま
ち
哨
つ
く
り

明

る

い

暮

し

下

水

道

※
詳
し
く
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
(
清

掃
課
)
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い

中

小

企

業

振

興

資

金

5 

月

対
象
市
内
で
一
年
以
上
事
業
を

継
続
し
て
い
る
事
業
所

使
途
及
び
期
間

運
転
資
金
三
年
以
内

設
備
資
金
五
年
以
内

限
度
額
一
事
業
所
五
百
万
円

電
②
|
二
八
一
四

富
②
|
三
五
三
九

日

か

り

金

利

引

下

げ

運
転
資
金
五
・
五
Mm

(
旧
七
・

O
M
)

設
備
資
金
六
・

O
M
m

(
旧
七
・

O
労
)

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
、
ま

た
は
商
工
会
議
所
へ

利
率

日
年
度
の
市
税
・
保
険
税
の
納
入

も

う

お

済

み

で

す

か

昭
和
五
十
二
年
度
の
市
税
、
保

険
税
は
、
納
期
限
を
過
ぎ
て
い
ま

す
が
、
忘
れ
て
い
た
り
、
納
税
通

知
書
が
見
当
ら
な
い
な
ど
で
、
ま

だ
完
納
で
き
て
い
な
い
税
金
は
な

い
か
、
も
う
一
度
確
か
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

督
促
状
を
受
け
て
い
る
税
金
は

早
く
納
税
し
な
い
と
延
滞
金
や
加

算
金
が
つ
き
無
駄
な
お
金
を
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
事
情
が
あ
っ
て
完
納
で

き
な
い
人
に
は
納
税
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
市
税

務
課
収
納
係
窓
口
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

五
月
は
軽
自
動
車
税
の
納
期
月

で
す
。
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東 5月5日は子供の日
すこやかな成長を

フランスのお嬢さん2人
高木市長を訪問

心身障害児に愛の手を…と 「あゆみの箱』を持った

フランスのお嬢さん、ミ シェル・キヤロノレさんとロレ

ット・プラシコアさんの2人が先月17日、市役所に高
木市長を訪問しました。

2人は、全国の時計貴金属の協同組合が行う、フラ
ンス一流デザイ ナーの宝石全国縦断チャリティー・オ

ーク シヨジの特使として本市を訪れたものです。

北

新緑に映える新校舎
黒木小学校

黒木小学校 (山室義信校長 ・児童数31人)の新校舎
が完成し、乙のほど近代的な鉄筋3階建の校舎へ引越
しました。

今までの校舎は、25年lζ建てた木造の校舎で、老朽
化し危険校舎になったため、 6，750万円を投じて改築
していたものです。l'7a

周囲の新緑に映える新校舎に子供たちも大喜びです F ー司

5月5日は乙どもの日です。乙どもむ幸福を願うと

ともに、両親iζ感謝しようという国民の祝日です。

なお、 市内における昨年4月から本年3月までの出

生は男の子が424人、女の子が433人の計857人でした。

選

南

清掃奉仕をもう10年以上
鈴田老人クラブ第1親老会

鈴田老人クラブ第1親老会(杢尾鴻三会長・ 75人〉
は、このほど、国鉄岩松駅構内や周辺の清掃奉仕を行

いました。

同老人クラブでは、無人の駅構内に花を.植えたり雑

草を取るなど、 汗の奉仕がもう10年以上も続いていま
す。

※ 

下

水

道

備

え

て

理

想

の

都

市

づ

く

り
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お
し
ら
せ

注
射
と
検
診

-
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

該
当
者
三
歳

t
十
五
歳

受
け
て
い
け
な
い
人

発
熱
し
て
い
る
人
、
著
し
い
栄

養
障
害
者
、
心
臓
血
管
系
疾
患
・

腎
臓
疾
患
・
肝
臓
疾
患
に
か
か
っ

て
い
る
人
、
接
種
液
の
成
分
に
よ

り
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
お
こ
す
お

そ
れ
が
あ
る
人
、
接
種
液
で
異
常

な
副
作
用
を
お
こ
し
た
乙
と
が
あ

る
人
、
接
種
後
一
年
以
内
に
け
い

れ
ん
の
症
状
を
お
乙
し
た
こ
と
が

あ
る
人
、
妊
娠
し
て
い
る
人

以
上
の
人
の
ほ
か
予
防
接
種
を

行
う
こ
と
が
不
適
当
な
状
態
に
あ

る
人
接
種
回
数

初
回
免
疫
者
二
回
接
種

(一

t
二
週
間
間
隔
を
も
っ

て
行
う
)

追
加
免
疫
者

一
回
接
種

※ 

料

金

無

料

※
幼
稚
園
児
は
各
幼
稚
園
、
小
中

学
校
の
生
徒
は
各
学
校
で
接
種

し
ま
す

※
接
種
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
二

時
か
ら
三
時
ま
で

日本脳炎予防接種目程

会場名 11回目 12回目

市役所 I5/9 I 萱瀬出張所 5/9 1 5/23 

町民票 1 5/10I 二浦診療 5/10 I 5/24 
鈴田幼稚園

竹松出張所 I5/11 I 5/25 
福重出張所

中地区公民館 I5/12 I 5/26 
松原出張所

圃
1
歳

6
カ
月
児

健
康
診
査

乙
の
時
期
は
、
赤
ち
ゃ
ん
時
代

を
卒
業
し
て
、
か
ら
だ
や
心
の
成

長
に
と
っ
て
大
切
な
時
期
で
す
。

対
象
昭
和
五
十
二
ヰ
十
月
生
れ

を
対
象
と
し
ま
す
が
、
周
年
八

月
か
ら
九
月
生
れ
で
、
ま
だ
健

康
診
査
を
受
け
て
い
な
い
幼
児

も
受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時
五
月
九
日
・
十
九
日

午
後
一
時
三
十
分

t
二
時
受
付

場
所
市
役
所
第

一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

、下
さ
い
。

な
お
現
在
、
は
し
か
、
水
ぼ
う

そ
う
な
ど
病
気
に
か
か
っ
て
い
る

お
子
さ
ん
は
、
次
回
に
お
受
け
下

さ
い
。

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健
康
相
談

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
し
つ
け
の

面
や
、
妊
娠
中
心
配
な
こ
と
に
つ

い
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

5月の妊婦と乳幼児の健康相談日程

日 |時間 |場所 |対 象

-H 910~11:ooll  13 : 00~15:0ö l竹松出張所| 乳幼児

9 1 9:30~11: 001大村保健所!生後4ヵ月-6カ月の乳児

16 l 9:30~山01 生後7カ月以上の乳児

1/ ! 13:30~15 : 00 1福重出張所| 妊婦と乳幼児

221 9:30-11:00画面面1- 1/

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

募

集

圃
国
税
専
門
官

八
大
学
卒
業
程
度
)

受
験
資
格
昭
和
二
十
六
年
四
月

一
一
日
か
ら
三
十
二
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
れ
た
男
子

願
書
受
付
五
月
十
六
日

t
二
十

五
日

第
一
次
試
験
七
月
八
日
・
九
日

福
岡
市
(
福
岡
大
学
高
宮
校
舎
)

で
教
養
試
験
・
専
門
試
験
を
行

い
ま
す

O
勤
務
地
は
大
部
分
が
東
京
、
関

東
・
信
越
、
名
古
屋
、
大
阪
の

各
国
税
局
管
内
の
税
務
所

願
書
請
求
先
・
福
岡
国
税
局

.
人
事
院
九
州
事
務
局

・
大
学
の
就
職
担
当
課

問
合
せ
福
岡
国
税
局
人
事
第
二

課
試
験
研
修
係
へ

蜜
福
岡

(
O九
二
)
制

1
0
0

一一一一

-
市
奨
学
生

資
格
付
大
村
市
民
ま
た
は
そ
の

子
女
で
高
校
に
在
学
中
の
人

同
品
行
方
正
、
学
業
成
績
優
秀
か

つ
身
体
強
健
な
人

目
経
済
的
理
由
で
学
資
の
支
弁
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
人

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

九、J---
.. 
、E
・1.
，、
.
2

・・2
t
r
・-、J
・・・
.. ‘3
・1
司，、
..... ，E
・J'
、J
・・.‘.、
3
・'・z
，、
..... ，Et---
、J
・・・2
‘、.・・
-e・'

，

っ

さ

わ

や

か

な

初

夏

の

風

物

詩

仏

、

小

鯉

の

ぼ

り

も

電

線

の

近

く

で

泳

へ

臥

だ

が

せ

る

と

思

わ

ぬ

感

電

事

故

に

~

~

れ

く

つ

な

が

り

か

ね

ま

せ

ん

。

γ

ι

ふ

意

事

故

防

止

の

た

め

、

次

の

よ

(

一

川

航

冶

リ

乙

と

に

注

意

し

て

く

だ

さ

一

~

ま

電

し

v

v

の

.

電

線

に

ふ

れ

る

場

所

に

、

鯉

い

鯉

の

ぼ

り

を

立

て

な

い

こ

と

F

J

制
嗣

-
鯉
の
ぼ
り
の
支
柱
を
立
て
た
へ

/
/

り
倒
し
た
り
す
る
と
き
、
電
V

ヘ

/

/
一

/
/

い

ヂ

ん

U
Y'
p-1

線
に
ふ
れ
な
い
よ
'
つ
注
意
す
ん

/
多

ず
し
喜
一
ミ

る
こ
と

J

イ
今

h
d
手臥
V

L

d

p

/ち
ヰ
抵
抗
対
/
&
N
f
H

・
も
し
、
鯉
の
ぼ
り
が
電
線
・

υ

《

/

:
-
ミ
泊
同
防

J
F
係
当

/

一

L

h
揖
同
9
イ
対
炉
人
電
柱
に
引
っ
か
か
っ
た
場
合
川

、
/
d
依
達
、
制
民
説
垣
島
ー
し
レ
1
E
E
U

百
史
認
也
幽
明
l
l
A
|

は
、
自
分
で
電
柱
に
登
っ
た
イ

~

ぺ

/寓

⑬

ん

/

/

り
、
物
干
ざ
お
で
と
り
は
ず
山

ゾ

/
行

、

u
J
L
/ゲ
/
，

し
た
り
せ
ず
、
す
ぐ
九
州
電
伊

メ
メ
A
K

/
/

力

へ

~

~

/

(
九
州
電
力
大
村
営
業
所
)

V

J

V

J

 

‘、.‘
z
，-，置、
r-

コ，，‘，
EJ

一、，，
-'era
、.
r
''

一，置、
J
2
・a
，‘，
z
r
、，，
ee
，ごE
、.Jee-
，E
、r
z
e
a
，z
，-J
旬、，，
e'er-
、.r
'
t
'
E
、-J2..

貸
与
月
額
四
千
円

募
集
期
間
五
月
二
十
一
日
ま
で

手
続
同
出
願
書
類
は
市
教
育
委

員
会
に
あ
り
ま
す

同
出
願
書
類
は
各
高
等
学
校
長
を

経
由
し
て
提
出
し
て
下
さ
い

※
詳
し
く
は
市
教
育
委
員
会
庶
務

課
へ

圃
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
員

一
般
(
男
女
不
問
)

毎
週
木
曜
日

午
後
七
時

t
九
時

市
民
体
育
館

一
カ
月
五
百
円

練
習
日
に
市
民
体
育
館
へ

練対
習象

申会場
込費所

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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りおおむ市政だより(7) 

※ 

月

-
簡
易
保
険
資
金

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

郵
便
局
で
は
、
簡
易
保
険
積
立

金
の
融
資
を
受
け
て
建
設
さ
れ
た

施
設
(
学
校
、
住
宅
、
道
路
、
港

湾
、
公
園
、
公
民
館
な
ど
)
を
画

題
と
し
た
、
明
る
い
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

作
品
の
大
き
さ
な
ど

O
カ
ラ
l

ス
ラ
イ
ド
お
ミ
リ
以

上
、
五
点
以
内

O
白
黒
四
ツ
切
、
五
点
以
内

※
な
お
、
い
ず
れ
も
単
写
真
、
及

び
組
写
真
(
一
組
三
枚
以
内
)

一
行
政
相
談
(
毎
月
第
二
木
曜
日
)

一
・
国
や
県
、
市
な
ど
役
所
の
仕

一
事
に
つ
い
て
苦
情
や
要
望
、

一
質
問
な
ど

↑

日

時

五

月

十

一

日

午
前
九
時
三
十
分

l
正
午

一
登
記
相
談
(
毎
月
第
二
金
曜
日
)

一
・
土
地
や
建
物
の
登
記
問
題
な

一

と

一

日

時

五

月

十

二

日

は

軽

自

動

車

と
す
る
。

受
付
六
月
三
十
日
ま
で

大
村
郵
便
局
保
険
窓
口
へ

※
詳
し
く
は
大
村
郵
便
局
(
雷
②

ー
二
八

O
一
)
へ

圃
空
手
道
会
員

対
象
小
・
中
学
生
、
高
校
生
、

一
般
(
い
ず
れ
も
男
女
)

練
習
月
・
金
・
土
曜
日

午
後
六
時

t
八
時

会

費

入

会

金

三

千

円

会
費
二
千
円

場
所
市
武
道
館
一
階

問
合
せ
市
営
池
田
ア
パ
ー
ト

法
律
相
談
(
毎
月
第
三
木
曜
日
)
一

・
土
地
問
題
、
金
銭
貸
借
、
戸
一

籍
、
登
記
、
相
続
、
扶
養
、
↑

家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
、
そ
の

外
一
般
法
律
問
題
な
ど
…

日

時

五

月

十

八

日

一

午
前
九
時
三
十
分

t
午
後
一

三

時

一

談

ι
I
lf
l
ili--ip
iIllit--
i
lit
-
-

l
l
/
//
 

市
民
相
談
室
で
す
べ
て
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す

相

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

午
前
九
時
三
十
分

t
正
午

税

の

納

期

月

ロ
棟
十
一
号
三
根
富
多
さ
ん

電
③
|
八
四
一
八

練
習
日
は
市
武
道
館

曾
②
|
四
八
三
六
へ

ス
ポ
ー
ツ

-
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
会

大

四
月
十
六
日
.
萱
瀬
小
学
校
を

起
点
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
二
百
四
十
余
人
の
中
か

ら
最
高
齢
者
の
男
・
女
各
一
名
に

敢
闘
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

成
績
(
敬
称
略
)

@
敢
闘
賞

十
キ
ロ
走
破
・
松
口
文
一
(
七
十

八
歳
)
大
川
田
町

五
キ
ロ
定
破
・
小
佐
々
ハ
ナ
(
ム
ハ

十
九
歳
)
向
陽
町

@
ニ
キ
ロ
〈
小
学
女
子
〉

一
位
田
中
光
代
(
萱
小
六
年
)

-
7

一
瀬
さ
よ
り
(

H

五
年
)

一一一
H

福

川

久

子
(

H

六
年
)

〈
小
学
男
子
〉

渡
辺
真
一
郎
(
西
小
六
年
)

小

佐

々

章
(

H

H

)

山

口

英

樹
(

H

H

)

〈
中
学
・
高
校
女
子
〉

原
田
景
子
(
玖
中
三
年
)

中
村
淳
子
(
ろ
う
中
M

)

松
尾
暢
子
(
郡
中

H

)

一
位1/ 11 位

で

す
一

お

お

む

ら

パ

ン

パ

ン

祭

り

一

一
『
参
加
と
共
感
の
創
造
日
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
集
ま
ろ
や
』

一

一
を
合
い
言
葉
に
、
一
人
ひ
と
り
が
出
合
い
、
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
一

一
大
き
な
輪
を
つ
く
り
出
し
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
一

一
特
に
今
回
は
「
町
内
対
抗
つ
な
引
き
」
「
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
ー
一

一
大
会
」
「
職
場
対
抗
歌
合
戦
」
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
物
一

一

を

企

画

し

、

多

数

の

出

場

者

を

募

集

し

て

い

ま

す

。

一

一
日
時
五
月
十
四
日
(
日
)

一

場

所

大

村

公

園

桜

田

の

堀

周

辺

一

一

主

催

・

申

込

大

村

青

年

会

議

所

曾

②

|

六

三

九

一

一

。
三
キ
ロ
〈
中
学
男
子
〉

一
位
永
田
和
義
(
萱
中
三
年
)

一
7

河
野
博
幸
(
玖
中
一
年
)

一一
7

片

田

昭

男
(

H

三
年
)

〈
一
般
男
子
〉

一

位

坂

田

潔

(

今

津

町

)

二
H

白
石
己
之
吉
(
駅
通
り
)

三
H

村

田

貞

孝

(

古

町

)

@
五
キ
ロ
八
高
校
男
子
〉

一

位

角

徹

(

大

高

一

年

)

一
7

山
本
修
(
大
工
二
年
)

三
H

川
添

真
吾
(
大
高
一
年
)

〈
一
般
女
子
〉

増
元
マ
ス
子
(
玖
島
郷
)

磯
田
恵
美
子
(
一
の
郷
)

立
石
久
枝
(
辻
田
町
)

〈
一
般
男
子
〉

藤
田
幹
雄
(
池
田
郷
)

尾
下

光

之

(
航

空
隊
)

西
永
勇
三
(
木
場

郷
)

位位

。
十
キ
ロ
〈
一
般
男
子
〉

一
位
淵
上

康
弘
(
ろ
う
学
校
〉

こ
が
山
崎
義
人
(
大
村
部
隊
)

一二
H

天
満
美
広
(
航
空
隊
)

講

習

4

一
A

-
油
絵
教
室

油
絵
に
関
心
を
も
ち
勉
強
し
た

い
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
初
心
者
を

対
象
に
油
絵
教
室
を
開
設
し
ま
す

期
間
五
月
二
十
四
日

1
七
月
二

十
六
日
(
毎
週
水
曜
日
・
午
後

七
時

l
九
時
・
十
回
)

対
象
成
人
(
初
心
者
)

定
員
二
十
五
人

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

講
師
村
部
良
明
先
生

申
込
受
講
希
望
者
は
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

を
久
原
郷
一
の
一

中
央
公
民
館

電
②
l
四
三
二
一
へ

-
母
と
子
の
絵
画
教
室

絵
画
を
と
お
し
て
、
母
と
子
の

ふ
れ
あ
い
の
中
で
情
操
豊
か
な
創

造
性
を
養
・
つ
絵
画
教
室
を
開
設
し

ま
す
。

期
間
五
月
二
十
四
日

l
七
月
二

十
六
日
(
毎
週
水
曜
日
・
午
後

三
時

t
四
時
三
十
分
・
十
回
)

場
所
中
央
公
民
館

対
象
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

の
子
ど
も
と
お
母
さ
ん

定
員
十
五
組
三
十
人

講
師
東
京
女
子
美
大
卒

秋
山
和
子
先
生

申
込
「
油
絵
教
室
」
と
同
じ

-
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

初
心
者
講
習
会

期
間
五
月
十
七
日

t
六
月
十
四

日
(
毎
週
水
曜
日
・
五
回
)

場
所
中
地
区
公
民
館

定

員

五

十

人

会

費

無

料

主
催
大
村
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

連

絡

先

諏

訪
郷
二

O
七
の
五

久
富
誠
さ
ん

倉
①
l
一
七
二
六
(
夜
間
)
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-
婦
人
リ
ズ
ム
教
室

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
、
は
つ

ら
つ
と
し
た
心
身
を
保
持
す
る
た

め
に
開
設
し
ま
す
。

内

容

り

ズ
ム
運
動
、
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス

対
象
婦
人
(
初
心
者
)

期
間
五
月
十
七
日

l
七
月
十
九

日
(
毎
週
水
曜
日
・
午
前
十
時

t
正
午
)

場

所

市

民
体
育
館

募
集
人
員
四
十
人

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

ま
す

申
込
先

市
教
育
委
員
会
体
育
課

-
危
険
物
取
扱
者
試
験

お
よ
び
準
備
講
習
会

試
験
期
日

六
月
四
日
(
日
)

願
書
受
付
五
月
八
日
ま
で

O
受
験
準
備
講
習
会

乙
種
四
類
五
月
十
日
、
十
一
日

市
民
会
館

丙

種

五

月
十
四
日
、
労
働
会
館

※
詳
し
く
は
大
村
消
防
岩

(
雷
②

ー
四

一
一一
一八
)
へ
お
問
い
合
せ

下
さ
い
。

も

よ

お

し

-
市
美
術
展

よ
り
多
く
の
人
々
の
参
加
を
願

い
会
期
を
二
固
に
分
け
て
催
し
ま

す。会期前

期

洋

画
.
尚
業
美
術
、
彫

塑
工
芸

五
月
十
九
日

t
二
十
二
日

後
期
写
真
、
日
本
画
(
含
南

画
)
、
書
道
、
版
画

六
月
二
日

l
五
日

会
場

市
民
会
館
ニ
・
三
階

主
催

大
村
市
美
術
協
会

市
教
育
委
員
会

後

援

大

村

市

大
村
市
文
化
団
体
協
議
会

長
崎
県
文
化
団
体
協
議
会

@
各
作
品
の
撮
入
は
そ
れ
ぞ
れ
の

会
期
開
始
日
の
前
日
に
な
り
ま

す
の
で
ご
準
備
く
だ
さ
い

@
詳
し
い
要
項
は
市
美
術
協
会
事

務
局
に
準
備
し
て
い
ま
す
の
で

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

事
務
局

市
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
内

密
③
|
四

一

-
勤
労
青
少
年

車

球

大

会

勤
労
青
少
年
ホ
|
ム
で
は
、

大

村
市
尚
工
業
労
務
対
策
協
議
会
と

共
催
で
、
勤
労
青
少
年
卓
球
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

日

時

五

月

二
十
八
日

午
前
九
時
試
合
開
始

場

所

勤

労

青
少
年
ホ
1
ム

資
格
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

し
て
い
る
十
五
歳
以
上
、
三
十

歳
ま
で
の
勤
労
青
少
年

試
合
個
人
戦
(
男
女
別
)

団
体
戦
(
男
女
別
)

¥
現
在
ホ

l
ム
を
利
用
/

~
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
お
」

一
よ
び
サ
ー
ク
ル
ま
た
一

一
は
市
内
事
業
所
か
ら
一

f

三
人
一
組
に
よ
る
対

~

/
抗
試
合

¥

選
手
制
限
個
人
戦
の
場
合
、
ホ

ー
ム
主
催
の
大
会
で
前
回
優
勝

し
た
人
、
主
催
者
側
で
そ
れ
相

当
と
認
め
た
人
は
出
場
で
き
な

申
込

五
月
二
十
日
ま
で

申
込
用
紙
は
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
に
あ
り
ま
す

表
彰
入
賞
団
体
、
個
人
に
は
賞

状
、
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
す

※
詳
し
く
は
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

(
富
③
|
一
三
五
三
)
へ

そ

の

他

-
大
村
史
談
十
四
号

発
刊
な
る

内
容

O
本
務
体
制
と
大
村
落

O
社
寺
変
選
考
l
円
融
寺
末
大

円
寺

O
大
村
の
修
験
道

O

大
村
の
地
名

O
江
戸
時
代
異

常
気
象
と
世
情

O
行
基
伝
承

O
会
計
検
査
院
長
時
代
の
渡
辺

昇

O
史
談
会
発
足
四
十
周
年

に
関
す
る
乙
と

O
大
村
家
御

一
門
の
法
号

。
大
村
純
照
公

銅
像

O
身
延
だ
よ
り

O
大

一
福
祉
基
金
へ

一
マ
津
田
毅
(
鬼
橋
町
・
亡
父

一
郎
〉

一

三
十
万
円

ん
社
会
福
祉
事
業
費
へ

一マ
白
井
光
子

(
松
並
町
・
亡
義
父

.

昆
布
房
次
郎
・亡
兄
森
永
信

一
)

一
三
万
円

一マ
田
中
誠
蔵

(東
本
町
・

亡
義
姉

一
土
本
フ
イ
)
二
万
円

↑マ
平
版
邦
夫
(荒
瀬
郷

・
亡
父
保
)

五
万
円

一マ
江
島
ユ
キ
(
皆
同
郷

・
亡
夫
仁

一
作
)
五
万
円

一
マ
中
野

一
郎
(
乾
馬
場
郷

・
亡
母

一

ミ
、不
)
五
千
円

一
マ
本
田
与
七
(
徳
泉
川
内
郷

・
亡

H

母
ノ
ブ
)

一
万
八
百
円

一マ
鶴
丸
マ

ツ
(
四
ノ
郷

・
亡
夫
佐

-

ムハ
)
三
万
円

村
藩
絵
師
峰
経
山
旅
日
記

O

中
尾
静
摩
目
録
。
そ
の
他

体
裁

A
5判

約
一
四

0.頁

表
紙
カ
ラ

l
写
真

頒
布
価
格
千
円
送
料
百
二
十
円

現
金
引
換
え
ま
た
は
振
替

や
現
金
書
留
を
ど
利
用
下
さ
い

申
込
先

武
部
郷
三
二
三

|
一

市
立
史
料
館
内

大
村
史
談
会

雷
③
l
一
九
七
九

振
替
長
崎
三
九
二

現
金
引
換
え
は
市
教
委
社
会
教

育
課
深
草
で
も
取
扱
い
ま
す
。

申
込

ベ
ツ
二
十
キ
ロ
、
ご
ぼ
う
二
・
一

二

キ

ロ

一

マ
鈴
田
地
区
仏
教
婦
人
会
上
野
諦
一

信
ほ
か
二
十
人
み
か
ん
二
十
一

キ
ロ
、
イ
チ
ゴ
ニ
キ
ロ
、
タ
オ
~

ル
十
本
、
石
け
ん
十
九
個

社
会
福
祉
事
業
費
へ

マ
水
田
一
区
民
踊
愛
好
会
、
子
供
一

マ
坂
口
美
伸
(
竹
松
本
町
)
千

円

会

吉

田
フ
ミ
エ
ほ
か
四
十

一
人一

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

み

か
ん
十
キ
ロ
、

石
け
ん
二
箱
一

マ
池
末
成
実

(
福
岡
県
大
川
市
)

菓
子
九
袋
、
チ
リ
紙
五
袋

-

卯
十

一

キ

ロ

マ

田

中
西
庖
(
水
田
一

区
)
海
者
…

マ
大
村
市
民
踊
愛
好
会
土
曜
会

二
胤

…

(会
長
吉
田
文
枝
)
タ
オ
ル
十

V
中
地
区
公
民
館
若
草
子
供
会
一

八

本

(

代

表

草

林

瞭
子
)
五
千
円
一

マ
赤
水
清
春
(
本
町
)
三
万
八
千
マ
玉
扇
会
宮
崎
秀
門
ほ
か
三
人

-

三

十

一

円

(

長
崎
市
上
戸
町
)
舞
踊
慰
問
~

清

和

国

ヘ

マ

カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
水
谷
正
之
ほ…

マ

南

条

伸

太

郎

座

長

ほ

か

四

人

か

九
人

歌
慰
問

一

(
嬉
野
町
)
舞
踊
慰

問

マ

大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
四
一

マ
大
村
市
物
産
振
興
協
会
川
端
久

万

三

千

円

一

米
蔵
ほ
か
十
人

特
産
品
多
数
マ
東
邦
生
命
保
険
相
互
会
社
大
村
~

マ
船
本
行
徳
(
久
原
団
地
)
キ
ャ

事
務

所

苗

木

二

十
本

~

ご
寄
付
・
ご
好
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
中
野

一
郎
(
乾
馬
場
郷

・
亡
母

、
、
、
、
不
)
衣
類
数
十
点

敬
称
略
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